



まず､ 今どきの子育て事情と家族の変容ということですが､ 日本の平均世帯人員が､ 1953年､ ざっと
50数年前ですが､ 平均５人くらいでした｡ そして2008年には2.63人ということで､ 50年間でほぼ半減し
ています｡
そのうちで児童のいる世帯がだんだん減ってきまして､ 平成の半ばくらいには高齢者のいる世帯と逆
転をいたしました｡ 2007年は30％弱なのですが､ 2008年は25％くらいということで､ また減ってきてお






















片 岡 玲 子＊１
常に深刻な場合もあります｡ たまたま私がぶつかった例でも､ 電話の向こうで子どもさんがぎゃあぎゃ





お母さんたちの本音なのですが､ やはり子育てに対する不安とか､ 不満が多い｡ 私たちは ｢子育て不














待､ 性的虐待､ 心理的虐待､ そしてネグレクトと４種類に分類されています｡ 資料の方をご覧頂きたい
のですが､ ｢子どもへの虐待とは｣ ということで､ ４種類の虐待の具体的な事柄が書いてあります｡ こ
れは自治体などが配っているパンフレットに大体このような形で書かれていることが多いのですが､ 身
体的虐待は殴る蹴るとか､ 冬の戸外に長時間出すなどというのも虐待だということがあげられおります｡






それから､ 心理的虐待は言葉による脅かしとか､ 兄弟間差別などです｡ 再婚の人同士が子どもを連れ
て一緒になったときに､ 片方の子どもが差別されるという事例が結構出ております｡ それからネグレク
トというのは養育放棄といわれますけれども､ 信仰上の都合で子どもを医者にかけないなんていうのも､






ブで上がり､ 平成20年度は４万2662件という数字が､ 国の集計で上がっています｡ そして虐待している
人は誰かという話なのですが､ 国の方の数字で一番怖いのは実のお母さん､ その次が実のお父さんとい
うことになります｡ つまり虐待者の６割以上が実母であるという数字が出ております｡
資料に､ 東京都の方の数字が出ているのですが､ 平成20年度の都の数字で､ 円グラフになっておりま











たいのですが､ 棒グラフがあります｡ この棒グラフは最初は平成12年､ その後平成15年に､ 東京都の児
童相談所で扱われたケースを10年間分遡り､ 全部当たりなおしたそうです｡ 虐待ではないか､ 原因は何
かというようなことで､ 調査をされ､ 実態調査報告書が出ておりますが､ その中からのグラフです｡ 虐





出典 東京都 ｢みんなの力で防ごう児童虐待｣ 2009年版
図２ 内容別虐待相談対応状況




出典 東京都福祉保健局 ｢児童虐待の実態 ｣ 2005年
図４ 家庭の状況 (複数回答)
出典 東京都福祉保健局 ｢児童虐待の実態 ｣ 2005年
図５ 被虐待児が持つ特性と出生の状況 (複数回答)
出典 東京都福祉保健局 ｢児童虐待の実態 ｣ 2005年
実際には特に問題がないという､ あるいは不明という方が半数以上あります｡ 性格の偏りですとか､
人格障害とか精神病､ あるいはアルコール依存､ 薬物依存なども見えておりますので､ 何割かは虐待者
のほうの心身が健全でない状況とがあるということがわかります｡
その次の､ 家庭の状況ですが､ ひとり親家庭､ それから経済的困難､ 親族・近隣からの孤立､ 夫婦間






母子家庭の方が圧倒的に数は多いわけですが､ それぞれ困難を抱えていて､ その困難の度合い､ その




もう一つの要因ですが､ 子どもに障害があったり､ 障害まで行かないまでも子どもが ｢育てにくさ｣
というようなものを持っている場合に､ 虐待につながる傾向があるということがわかってきました｡ 以
前は子どもの要因というのは余り､ 特に障害に絡んでは気づかれていなかったようです｡ 同じ調査の中
で､ 図５のグラフを見ていただきたいのですが､ 子どもの側には全く原因がない､ ｢特に無し｣ という
のが圧倒的に多いのです｡ 半分くらいの子どもは子ども自身には何も要因がないのだけれど､ 虐待され
たということです｡
しかし問題行動とか知的発達の遅れや障害､ あるいは身体発達の遅れとか､ 性格的偏り､ あるいは未
熟児・低体重児､ 双子とか三つ子とかいうような多胎児の場合､ それから､ 親との分離体験､ 生まれて
















いうことで､ 児童養護施設という児童福祉法上の､ 子どものお世話をする施設に､ 入所するということ
があります｡ 現在､ 全国に564ほど施設がありまして､ 入所されている子どもさんが４万人近くなって
います｡
私は今､ 児童養護施設を廻って施設内虐待の予防とか､ 職員さんのサポートとかを､ 神奈川県を主と
してやらせていただいてるのですが､ やはりどこへ行っても､ 入所児童の６割から､ 多いところでは８
割が被虐待児といわれます｡ ある乳児院へ行った時に､ 入所している子どもさんは２歳未満ですから､
０歳から１歳が多いわけですけども､ その子どもたちが入所してくる時の既往症が書いてある一覧表を
見て､ 本当にもうゾクっとしました｡ 例えば､ 頭蓋骨骨折とか､ 硬膜下血腫とか､ 赤ちゃんなのに､ 腕
の骨折､ 肋骨骨折とか､ いわゆる外傷です｡ 骨折を始めとする外傷をもって､ 勿論治療はして､ 入って
からも治療に通うということはあるのですが､ そういう経験をした子どもさんが一覧表の中にかなりの




またいろいろと大変なことがあります｡ 虐待された子どもたちは､ 児童養護施設の中で､ 安心して大人
との信頼関係を回復するための癒しを受けていく必要があるわけなのですけれども､ その間に子どもた




とか､ あるいは反抗､ 過度の警戒､ そしてよくいわれる凍りついた目です｡ ｢凍りついた瞳｣ という漫




する､ それから共感する能力の低下とか､ 暴力行為とか､ 非行に走るとかいうようなことがあります｡
性的虐待を受けた子どもさんは､ 抑うつ､ 自己評価の低下｡ 今､ 性的虐待を受けた子どもの自己評価
の低下ということが､ 問題とされることが多くなってきておりますが､ 自分に対する評価・自尊心が非
常に低くなり､ ｢私なんかどうせ｣ ということで､ 非行に走るとか､ 特にその中でも性的な逸脱行動に
走るという例が見られます｡ それからここでは情緒的虐待と書かれていますが､ 心理的虐待と同じ意味






から施設はありました｡ そこで人員配置にしても､ 職種は主として保育士とか､ 児童指導員ということ
になります｡ ここ数年､ ようやく心理職が心理療法士というような形でせいぜい１人か２人で非常勤が
多かったりしますが､ 配置されるようになってきて､ 指導員､ ケアワーカーと一緒に､ 子どもの心のケ
アをするという体制が､ 少しづつ整えられてきております｡
厚生労働省も､ 児童施設で心理療法士を使うようにということをいっておりますし､ 神奈川県などで
も､ 一人は常勤化出来るような予算を300万程度､ 施設に出しているようです｡ そういう所で働く心理
も､ 増えてきております｡ しかし､ 子ども達をどうケアしていったらいいかということで皆さん悩んで
おりまして､ 私のゼミの出身者も､ そういうことをやっている人がおりますが､ 勉強会を開いたり､ 研
究をしたり､ サポートが必要な状況になっております｡
実際に施設に行ってみますと､ 日常の中で子どもたちが荒れたり､ 激しい暴力を職員に対して､ ある
いは自分より年下のものに対して行うとか､ 自分が今まで親から受けてきたことを弱い者に向けていく
ということが見られます｡ 非行のことを申しましたけれど､ 児童養護施設だけではなくて､ 今では児童
自立支援施設といわれる､ いわゆる元の教護院､ そういう所でも､ やはり同じように被虐待児の割合が





て､ 現状を見て非常にびっくりした｡ ｢人手も足りない､ 状況も悪いと､ かなり予算要求をしたけれど､
なかなか難しいですよね｣ といわれました｡ こういう所の子どもたちが実際に大きな声を挙げて要求す
る機会はほとんどないということもありまして､ 福祉の現場だからといってしまえばそれまでなのです
が､ 大変お寒い状況があります｡ その中で施設職員が､ メンタルヘルス的にはかなり危険な状況にあっ





子どもの権利擁護について､ ざっと並べてみますと､ 国連で1950年に児童権利宣言が出まして､ 20年
後の1979年に国際児童年があって､ さらに10年後の1989年､ ｢児童の権利に関する条約｣ が国連では採
択されました｡ 日本ですが､ 昭和22年､ 1947年に児童福祉法が制定され､ 児童福祉法はそれなりのこと
は結構書いてあります｡ それを補強するために児童憲章が出されて､ そこにも子どもが大事だというこ
とがしっかり書いてあるのですが､ 国連の ｢児童の権利に関する条約｣ を日本が批准するのには５年ほ
どかかっております｡ これはやはり日本の制度の中では子どもの権利について､ この条約を認めてしま





そういう流れを受け､ 児童虐待の防止に関する法律が2000年に制定され､ 2004年に改正され､ また昨
年少し改正をされています｡ それから先程のポルノ防止法なんかもできております｡

















から､ 思わず職員の方が手を出してしまう｡ 挑発してくるわけです｡ これでもか､ これでもかという形





風にして､ わざわざ行くというよりも､ 希望されたところに廻るようにして､ そこで職員さんたちの話
を聞いたり､ 子どもさんと話したりということをしております｡ サービス評価の委員には､ 民生委員､
弁護士､ 地域の福祉施設の施設長さんとか､ そういう人が任命をされています｡
｢子どもの権利ノート｣ というのは､ これはどこでも自治体が作っておりまして､ 施設に入所する時
の子どもさんに､ 君にはこういう権利があると､ 嫌な時は嫌といえる権利があるとか､ そういうことが
書かれたノートを子どもに渡して説明するようにしています｡ 年齢の小さい子どもさんには少し難しい
のですけれども､ 以前､ 児童相談所は､ 子どもを保護して児童養護施設に入れるというのは当然のこと
であって､ 子どもの意見を聞く必要まではないと考えていました｡ 私が児童相談所にいた時代も､ 子ど
もに良かれと思って大人がやることは当然だと言うような感じだったのですけれども､ 今はちゃんと子
どもの意志も確認し､ ｢子どもの権利ノート｣ も伝えて､ そういうことを行うという､ 一応の仕組みは
できかかっております｡






児童虐待に関しては､ 2004年に児童福祉法の大きな改正がございました｡ その結果､ 虐待に関しても､
地域が取り組むことになり､ 地域の子育て支援センターとか､ 児童家庭センターとか､ そういう相談機
















えているのですが､ その時に､ お隣のおばさんがひょこひょこ出てきて､ お母さんと子どもに向かって､
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｢○ちゃん､ お母さん怒ってるんだからそこで謝んなさい｡ お母さんもその位にしとき｣ っていったの






















ちょっと戻りまして､ 東京の平成20年度の虐待相談の件数がですが､ どこから通告があったか､ どこ
からやってきたケースかということがわかります｡ これは児童相談所に来たケースなのですが､ 地域の















校の方に連絡がいって､ 学校の校長先生と担任の先生が家庭訪問しています｡ そこで､ 親御さんが ｢も
う殴らない｣ と言ったので､ 日常的な虐待ではないと判断したということですが､ このあたりはどうな
のかなと､ 記事だけではわからないですけれども､ 学校の先生は虐待の専門家ではないので､ もう少し
ソーシャルワーカーとか､ そういう人が行くべき､ いっしょに入るべきだった気はします｡
最後にその児童相談所にも通告が行っているのですが､ 児童相談所はどうも動いていないというよう
な､ 残念な結果になったようです｡ 地域､ それから児童相談所､ 学校､ そうした機関のネットワークと









そして､ 文化というものが必要なのではないかと､ 常に感じております｡ どういうことかと申しますと､
これも具体的な例としてもう一つ新聞記事を入れているので､ 後でお読みいただければと思うのですけ
れども､ 日本でも子どもを､ ベビーカーで電車に乗せています｡ あれも乗れるようになったのは結構い
ろいろあったのです｡ 都バスに乗れるようにするのも､ 私たちも働きかけた覚えがあるのですが､ 事故
責任の問題とか､ 運行者の方からはいろいろありました｡ 駅の構内ではベビーバギーを畳んで下さいと
いう表示がずっとあったのですが､ 何でベビーバギーを畳まなきゃいけないかというと､ 通行人の危険




本に帰ってきたら､ ベビーバギーを押しながら ｢すいません､ すいません｣ といって人ごみをあるかな
きゃいけないと｡ フィンランドでは ｢ありがとう､ ありがとう｣ といって町を歩けていたと｡ みんなが
ベビーバギーを持ってくれたり､ ドアを開けてくれたりというのが日常的に行われていて､ 感謝をしな
がら歩けたということですので､ 是非そういう雰囲気を､ 特に大人たちが作っていかないといけないの
かなと思います｡ このドイツのぬくもりという記事も､ 似たような話でして､ 子どもさんに対して､ ド
イツでは周りの人が温かい目を向けてくれているというのです｡ 子育て支援の文化があるのだろうと思
います｡
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